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千代
田町
一般
会計予

算

千代
田町
一般
会計予

算 決定!!決定!! 新規事業や拡充事業など

数多くの事業から

注目事業を紹介

令和
７年
度

令和
７年
度88億
円

88億
円

最大
予算

最大
予算町制

施行
後

子育て世代に応援と希望を
学校整備事業
事業費：５億1,890万円
中学校等の建て替えに向けて事業開始。

千代田町未来予想図千代田町未来予想図

町の誇れる伝統行事に
川せがき事業
事業費：637万円
前年度より237万円増額し、観光要素を含ん
だ本町ならではの行事を拡充。

補助制度と寄附金を有効活用して
公園整備事業
事業費：１億円
スポーツを通じて町の魅力を発信
するスケボーパークの整備

避難時に重要設備として
総合保健福祉センター
災害用発電機設置工事
事業費：8,000万円
今後起こりえる災害に備えて。

ふるさと納税を原資とした
給食費全額補助事業
相当事業費：4,297万円

亀
かめ

山
やま

 恵
けい

佑
すけ

さん・智
とも

幸
ゆき

さん
（舞木16区）

石
いし

橋
ばし

 遼
りょう

さん（赤岩３区）

佐
さ

々
さ

木
き

 英
ひで

男
お

さん（赤岩３区）

町にはスポーツ施設が少ないので
うれしい。

ありがたいです。子育てに希望が
持てます。

舞台芸能・民踊流し・打上花火、毎年、楽し
みにしています。
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千代
田町
一般
会計予

算

千代
田町
一般
会計予

算 決定!!決定!! 新規事業や拡充事業など

数多くの事業から

注目事業を紹介

令和
７年
度

令和
７年
度88億
円

88億
円

最大
予算

最大
予算町制

施行
後

活気に満ちた町の将来を
なかさと公園拠点整備事業
事業費：2,000万円
新たな観光資源として賑わ
いを創造するための施設設
計に。

補助制度と寄附金を有効活用して
東部住宅団地拠点整備事業
事業費：１億2,000万円
テナント複合型施設の建設を実施。

町
まち

 伊
い

織
おり

さん（舞木15区）

矢
や

崎
ざき

 隆
たか

幸
ゆき

さん
（キッチンカー事業者）

（福島12区）

大人や子ども、ペットも楽
しめる施設にしてほしい。

町の活性化へ、つな
がってもらいたいで
す。楽しみにしてい
ます。
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問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、

令
和
７
年
度
の
利
用
実
績

目
標
は
。

答
数
値
目
標
は
、
ま
だ

立
て
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
が
利
用
者
増
加
に
向

け
て
、
４
月
に
み
ど
り

ち
ゃ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
し
て

財
政
負
担
軽
減
へ

問
１
人
当
た
り
の
ご
み

排
出
量
削
減
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
ｅ
ｃ
ｏ
パ
ー
ク
の
利

用
者
数
、
利
用
率
を
上
げ

る
こ
と
で
ご
み
の
減
量
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
へ

問
現
地
案
内
所
を
兼
ね

た
テ
ナ
ン
ト
複
合
型
賃
貸

施
設
・
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

整
備
の
展
望
は
。

答
現
地
案
内
所
を
兼
ね

た
テ
ナ
ン
ト
複
合
型
賃
貸

施
設
に
つ
い
て
は
、
町
が

店
舗
を
建
て
、
賃
貸
す
る

こ
と
で
出
店
者
の
初
期
費

用
が
抑
え
ら
れ
、
出
店
が

し
や
す
く
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
特
色
が

あ
り
、
遠
方
か
ら
の
集
客

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
近
隣

既
存
店
舗
等
と
の
相
乗
効

果
も
期
待
で
き
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

交
通
の
円
滑
化
・

安
全
性
の
向
上

問
都
市
計
画
道
路
に
つ

な
が
る
広
域
農
道
27
号
線

の
道
路
補
修
は
。

答

令
和
６
年
度
よ
り
、

５
年
計
画
で
延
長
２
．５

㎞
の
舗
装
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
況
を

考
慮
し
て
令
和
７・
８
年

で
完
了
す
る
予
定
で
す
。

審査年月日：令和７年３月10、11日
審 査 会 場：全員協議会室
委 員 構 成：11名全議員
　　　　　　委 員 長　橋本　和之
　　　　　　副委員長　大澤　成樹

主

な

質

疑

令和７年度予算審査特別委員会

過去最大88億円の当初予算過去最大88億円の当初予算
～スクラップ・アンド・ビルドによる新たな施策実現へ～～スクラップ・アンド・ビルドによる新たな施策実現へ～

ふるさと納税も堅調！ふるさと納税も堅調！

困
っ
た
と
き
は

フ
ァ
ミ
サ
ポ
へ

ちよだecoパーク

ファミサポ事業

受付時間 ７:００～２０:００ 土日祝日可 
（年末年始 12/29～1/3休み） 

◎利用料金等 １時間単位

活動時間 サポート会員への報酬 町からの補助額
利用料金

（千代田町在住の利用

会員が支払う額）

午 前 ８ 時 ～ 午 後 ６ 時 円 円 円

午 前 ７ 時 ～ 午 前 ８ 時

午後 ６ 時 ～午 後 １ ０ 時
円 円 円

【利用会員】 千代田町在住または在勤で、生後 ヵ月から小学校 年生までのお子さんがいる方

【利用時間】 午前 時～午後 時で 時間単位

子子育育ててししななががらら仕仕事事やや家家事事、、忙忙ししいい毎毎日日のの子子育育ててのの中中でで  

ちちょょっっとと誰誰かかのの手手をを借借りりたたいい、、そそんんなな時時ごご相相談談くくだだささいい。。  

  

  

千千代代田田町町  
委委託託事事業業  

子子どどもものの送送りり迎迎ええ  
誰誰かかににおお願願いい  
ででききなないいかかししらら  

家家事事ををししてていいるる間間  
ちちょょっっとと子子どどももをを  
見見てていいててほほししいい  

［お問合せ先］ 

（緊急サポートセンター） 

詳細はこちらから→

ちょっと助けて！そんな時は

再資源化の推進を

舗装工事で快適性向上
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さらに詳
しく

令和７年度予算に関しては
広報ちよだ４月号もご覧ください

伝
統
の
継
承
と

魅
力
の
発
信

問
川
せ
が
き
助
成
金
の

増
額
要
因
と
、
魅
力
向
上

の
た
め
の
考
え
は
。

答
花
火
費
と
ト
イ
レ
等

の
環
境
充
実
の
た
め
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統

の
継
承
と
魅
力
向
上
の
た

め
に
も
、
関
係
団
体
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
取
り
組

み
ま
す
。

安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
強
化

問
都
市
計
画
道
路
の
開

通
に
伴
い
沿
線
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
は
。

答
令
和
６
年
度
に
、
町

内
58
か
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
大
泉
警
察
等
に
相
談

し
な
が
ら
、効
果
的
な
場

所
に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
利
便
性
向
上

問
新
た
な
納
税
方
法
ペ

イ
ジ
ー
と
口
座
振
替
の
違

い
は
。

答
口
座
振
替
は
、
金
融

機
関
へ
申
込
書
の
届
出
が

必
要
で
す
。
ペ
イ
ジ
ー
口

座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
は
、

役
場
に
設
置
予
定
の
専
用

端
末
機
を
使
い
手
続
き
が

可
能
で
す
。
な
お
、
地
方

税
お
支
払
い
サ
イ
ト
で
ペ

イ
ジ
ー
を
利
用
し
た
納
税

が
可
能
で
す
。

問

給
食
食
材
の
調
達

ル
ー
ト
は
。

答
町
外
の
食
品
専
門
業

者
か
ら
調
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
の
米
・
野

菜
を
積
極
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
新
鮮

で
安
価
な
食
材
の
調
達
に

努
め
ま
す
。

財
源
確
保
に
向
け

新
た
な
１
歩

問
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
増
額
に
向
け
た
新
た
な

返
礼
品
・
取
り
組
み
は
。

答
新
た
な
返
礼
品
開
発

に
関
わ
る
機
器
の
購
入
・

資
格
取
得
補
助
に
取
り
組

み
ま
す
。
補
助
率
５
分
の

４
、
上
限
１
０
０
万
円
で

実
施
し
ま
す
。

令
和
10
年
、

オ
ー
プ
ン
予
定

問
な
か
さ
と
公
園
の
整

備
内
容
と
新
た
な
駐
車
場

の
確
保
は
。

答
当
初
予
算
で
は
設
計

費
用
２
，
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
４

月
以
降
に
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
県
所
有
地
を
お
借

り
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
に

限
ら
ず
、
既
存
の
利
用
者

の
方
に
も
使
え
る
駐
車
場

整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
給
食
を
提
供

川せがき

防犯対策補助

詳しくはこちら

新たな賑わいの創出へ

みんなで食べるとおいしいね

伝統の民踊流し
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　令和７年第１回議会定例会が、３月５
日から14日までの10日間の会期で開か
れ、承認、条例の制定や改正、令和６年
度一般会計補正予算等が上程され、慎重
に審議を行いました。（P.６－７）また、
５名の議員が一般質問に立ち、町の考え
について質問しました。（P.10－12）

本　会　議
５日　一般質問
６日・14日　議案審議他

常任委員会
７日　総務産業・文教民生

令和７年　３月定例会

（10日間）

３月５日

３月14日

問
職
員
の
給
料
は
ど
の

く
ら
い
増
額
す
る
の
か
。

答
人
事
院
勧
告
を
受
け

て
公
務
員
と
民
間
企
業
の

従
業
員
の
給
与
水
準
を
均

衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

給
与
改
定
や
制
度
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　
全
体
で
１
億
２
千
万
円

増
額
に
な
り
ま
す
。

問
大
卒
初
任
給
は
１
級

１
号
な
の
か
。

答
大
卒
初
任
給
は
１
級

25
号
で
22
万
円
に
な
り
ま

す
。

主
な
質
疑

1.2
億
円
の
増
額

避
難
所
生
活

快
適
化
事
業

問
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
テ
ン
ト
の
購
入

は
。

答
テ
ン
ト
に
つ
い
て
は

次
年
度
予
算
で
追
加
購
入

を
検
討
し
ま
す
。
今
年
度

は
ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
が
主

に
な
り
ま
す
。

人
手
不
足
で
す

問
こ
ど
も
園
と
給
食
セ

ン
タ
ー
の
人
材
派
遣
委
託

料
減
額
は
。

答
こ
ど
も
園
は
保
育
士

が
産
育
休
か
ら
復
帰
し
た

た
め
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
人
手

不
足
で
、
２
名
少
な
い
た

め
で
す
。
今
後
、
人
材
派

遣
か
ら
１
名
採
用
す
る
予

定
で
す
。

問
農
業
委
員
会
の
能
力

報
酬
減
額
は
。

答
能
力
報
酬
は
活
動
の

実
績
払
い
と
成
果
実
績
払

い
が
あ
り
ま
す
。

　
減
額
の
要
因
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
算
定
方
法

変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

算
定
方
法
の
変
更

審議議案と議員の賛否（第１回定例会）
上程された議案・概要・結果

畑
中
弘
司

茂
木
琴
絵

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　
剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

柿
沼

己

森　
雅
哉

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
◇令和６年度千代田町一般会計補正予算（第７号）
既定の歳入歳出予算の総額に8,055万３千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ91億
5,266万３千円とするもの。物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金関連事業費及び学校整
備に伴う用地買収に関する建物補償調査業務委託料を追加するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認
（10:0）

規約変更
◇西邑楽土地開発公社定款の変更について
西邑楽土地開発公社の名称を千代田町土地開発公社へ変更することに伴い定款の変更を行うた
め、公有地の拡大の推進に関する法律第14条第２項の規定により議会の議決を求めるもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

条例制定
◇刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
刑法等の一部を改正する法律の施行により、「懲役」・「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」が創設され
たことに伴い、関係条例の一部改正をまとめて行うため、関係条例の整理に関する条例を制定
するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

給食センター避難所の快適化へ

農業委員会による管理作業

職員給料表
エアーベッド

ラップ式トイレ
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上程された議案・概要・結果
畑
中
弘
司

茂
木
琴
絵

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　
剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

柿
沼

己

森　
雅
哉

議決結果
（賛成：反対）

◇西邑楽土地開発公社定款変更に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
西邑楽土地開発公社の千代田町土地開発公社へ変更する定款変更に伴い、関係条例の一部改正
をまとめて行うため、関係条例の整理に関する条例を制定するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

条例改正（P.6）
◇千代田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
令和６年８月の人事院勧告及び同年10月の群馬県人事委員会勧告に準じて、本町職員の給与
の改定を行うとともに、特別職及び会計年度任用職員についても職員に準じた給与等の改定を
行うため、関係する条例の改正を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇千代田町学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
２人以上の児童が同時に学童保育所を利用している保護者の経済的負担を軽減するため、これ
までは一律であった保育料について、２人目以降の保育料を軽減する改正を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

町道路線の廃止・認定
◇町道路線の廃止・認定
都市計画道路赤岩新福寺線及び延伸路線の工事に伴い、道路法に基づき路線の廃止並びに認定
を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

補正予算（P.6）
◇令和６年度千代田町一般会計補正予算（第８号）
既定の歳入歳出予算の総額に３億5,858万８千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ
95億1,125万１千円とするもの。
歳入では、国庫支出金において「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を追加するほか、実
績や額の確定により補正するもの。歳出では、避難所生活快適化事業としての地域防災緊急整
備事業費、舞木幡ノ宮地内の農道舗装工事に係る小規模農村整備事業費を追加するほか、年度
末精査により不要額を減額するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇令和６年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
既定の歳入歳出予算の総額に253万６千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ12億 
4,419万３千円とするもの。
歳入では、県支出金において、保険給付費等交付金の実績見込みに基づき追加するほか、繰入
金の確定に伴い減額するもの。歳出では、総務費及び保険給付費の支出見込みにより追加する
ほか、保健事業費では年度末精査により減額するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇令和６年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
既定の歳入歳出予算の総額に333万７千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億
9,460万８千円とするもの。
歳入では、後期高齢者医療保険料を追加するほか、事務費繰入金及び受託事業収入を減額する
もの。歳出では、長寿医療健康検診費用委託料等を減額し、後期高齢者医療広域連合納付金を
追加するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇令和６年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第４号）
既定の歳入歳出予算の総額から976万７千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ10億
8,648万円とするもの。
歳入では、保険給付費及び地域支援事業費の見直しにより、法定負担割合分の保険料、国庫支
出金、支払基金交付金、県支出金、一般会計繰入金を補正するもの。歳出では、介護保険制度
改正によるシステム改修費用を追加するほか、保険給付費及び地域支援事業費を支出見込みに
より補正するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇令和６年度千代田町公共下水道事業会計補正予算（第２号）
収益的収入において下水道事業収益を２億2,589万７千円、下水道事業費用を１億9,150
万８千円とするほか、資本的収入を１億1,080万７千円、資本的支出を２億1,268万６千円と
するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

諮　問
◇人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
新任：小暮千枝子氏（赤岩11区）任期３年に修正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

（10:0）
令和７年度予算（P.2～5）
◇千代田町一般会計予算
予算総額88億円、前年度比14億3,700万円（19.5％）の増額。 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ － 可決

（8:2）
◇千代田町国民健康保険特別会計予算
予算総額11億452万６千円、前年度比１億691万３千円（8.8％）の減額。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

（10:0）
◇千代田町後期高齢者医療特別会計予算
予算総額２億28万８千円、前年度比883万円（4.6％）の増額。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

（10:0）
◇千代田町介護保険特別会計予算
予算総額11億1,036万８千円、3,330万６千円（3.1％）の増額。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

（10:0）
◇千代田町公共下水道事業会計予算
収益的収入２億3,120万４千円、収益的支出２億537万９千円、資本的収入１億3,840万円、
資本的支出２億1,918万１千円。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

発　議
◇千代田町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
令和６年８月の人事院勧告及び同年10月の群馬県人事委員会勧告に準じて職員の期末勤勉手
当が引き上げられることから、同様に議員に期末手当についても引き上げを行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇千代田町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
刑法等の一部を改正する法律の施行により、「懲役」・「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」が創設され
たことなどに伴い、所要の改正をするもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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反対意見

反対２ 賛成８
賛成意見

公園整備事業

老人クラブ補助金

東部住宅団地
拠点整備事業

新たな交流人口の増
加や地域の賑わいの
創出が期待される

地域の利便性向上や
土地の有効活用が図
られる

スケートパークの利
用者の把握は？

行政主体でなく民間
の投資に委ねるべき

補助金の多くが県や郡の
負担金に支出され、活動
資金が不足している（※）

令和７年度一般会計予算に関する討論の中で、
４名の議員が反対・賛成の立場から

意見を述べました。

大谷議員

原口議員

酒巻議員

大澤議員

町の成長につながる施
策は、果敢にチャレン
ジしてほしい。

第６次総合計画に基づ
いた施策

老人クラブの補助金

①公園整備事業
②東部住宅団地拠点
整備事業

※　老人クラブ補助金の予算については、令和７年度の加入会員数の減少見込みにより「老人クラブ活動費補助金」
は減額となりますが、県や郡の負担金の支出に充てられる「老人クラブ連絡協議会補助金」は増額計上されており、
原口議員の反対討論の内容に関して事実誤認がありました。
　　この件について、４月２日（水）に開催された議会全員協議会において、原口議員から以下のとおりお詫びがあ
りましたので掲載いたします。
　　なお、６月に開催される第２回定例会においても議場にて改めて謝罪の予定です。

お 詫 び

　この度の令和７年第１回定例会における令和７年度一般会計予算の採決に際し、私は反対の立場を
取りました。
　しかし、その後予算審査特別委員会において執行部から説明があった内容等について再度確認を行っ
た結果、私が反対した理由である、老人クラブ連絡協議会の補助金に係る予算措置状況について、私
の認識に誤りがあったことが判明いたしました。
　不適切な判断をもとに議決に臨んだことを深く反省し、心よりお詫び申し上げます。慎重に審議を重
ねるべき立場にありながら、誤った認識に基づき判断を下したことは、議員としての責務を果たす上で
大きな過ちであったと痛感しております。
　今後は、より一層慎重かつ正確な判断ができるよう努めるとともに、住民全体の代表者であるという
立場を改めて認識し、町の発展と住民福祉の向上に尽力してまいります。
　改めて、今回の件につきまして深くお詫び申し上げます。

千代田町議会議員　原 口 　 剛

令和７年度一般会計予算の討論
激論！
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▪令和６年12月24日　▪宮城県色
しか

麻
ま

町議会 総務教育常任委員会

地域団体や指導者の確保が大切視 察
受 入

　教員の業務改善や負担軽減につなげるため、休日の部活動の段階的な地域移行に向けた選考実践事例
として、本町の女子バドミントン部と吹奏楽部の過去の活動実績を報告しました。休日の部活動の地域
移行について、今後どのような取り組みが必要か意見交換を行いました。

⃝群馬県地域運動部活動推進事業について

お礼の言葉 色麻町議会　総務教育常任委員長
河
こ う

野
の

　諭
さとし

 様
　先日は色麻町議会の行政視察を受け入れて頂き、誠にあり
がとうございました。
　千代田町教育員委員会、千代田町議会の皆さまには、地域
運動部活動推進事業について貴重なご意見を頂き、課題の難
しさを改めて実感しました。今回の視察を活かし、今後の議
論を深めてまいります。また、庁舎前での歓迎横断幕には一
同感激しました。改めて、皆さまのご厚意に感謝申し上げま
す。厳寒の折、皆さまのご健勝をお祈り申し上げます。

協議内容

▪令和７年１月28日　▪千代田町農業委員会

10年後の農業を見据えて意 見
交 換

　農業を取り巻く環境は厳しく、多くの課題を
抱えている。
　そこで、本町農業の現状と今後の取り組みに
ついて学ぶ。

　米・麦・野菜等、多岐にわたる農業が展開さ
れています。全国的にも高齢化による離農や後
継者不足による農業従事者の減少が顕在化し、
新規就農者の確保、早期育成が急務です。
　そこで、農業に携わる人が安定した収入を得
られるような農業環境が必要です。今後も農業
従事者と意見交換を通じて少しでも問題解決に
向けた取り組みができるよう調査・研究してい
きます。

①農地の利用集積　②遊休農地対策
③担い手対策　④鳥獣害対策

今後の取り組み

目　的 課　題

色麻町議会
HP

農業委員会
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問　
本
町
に
お
け
る
買
い
物
弱

者
の
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
全
容
把
握
は
難
し
い
が
、
毎

年
６
月
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
基
礎
調
査
を
行
い
、
健
康
状

態
や
、
日
常
生
活
の
こ
と
で
不

安
に
感
じ
る
こ
と
な
ど
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
地
域
の
商
業
活
性
化
や
住

民
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
、

持
続
可
能
な
買
い
物
支
援
策
の

展
開
は
。

町
長　
ス
ー
パ
ー
な
ど
店
舗
の

誘
致
も
視
野
に
入
れ
、
必
要
な

方
に
合
っ
た
買
物
手
段
を
公
的

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
サ
ー
ビ
ス
も
組
み
合
わ
せ
て

提
案
し
支
援
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

問　
将
来
的
な
公
共
交
通
を
見

据
え
た
「
移
動
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長　
次
世
代
の
交
通
政
策
は
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
費
用
面
と
整
備
効
果

の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
と
感
じ
ま

す
。

　
新
橋
の
整
備
が
進
め
ば
熊
谷

駅
か
ら
の
公
共
交
通
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
選
択
肢
を
考
え
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

次世代の公共交通システムは
【 町長 】LRT※開通について調査研究します

金子 浩二 議員 KANEKO KOJI

５名の議員が登壇５名の議員が登壇

橋
は し

本
も と

　和
か ず

之
ゆ き

 議員 P.11
①人口減少社会への対応について

柿
か き

沼
ぬ ま

　
ひで

己
み

 議員 P.12
①英語教育について　　②住宅支援について
③子育支援について　　④雇用環境について

茂
も て

木
ぎ

　琴
こ と

絵
え

 議員 P.12
①継続的な環境保全について
②「千代田町」の活力向上について

原
は ら

口
ぐ ち

　剛
たけし

 議員 P.11
①水稲農業の現状について
②マイナンバーカードの利活用と現状について

金
か ね

子
こ

　浩
こ う

二
じ

 議員 P.10
①職員の職場環境整備について
②まちづくりについて

新たな移動手段LRT

※�LRTとはLight�Rail�Transit（ライト・レール・トランジット）次世代型路面電車システム

つぶや
き

ちよだを走るLRTを想像してみて
ください。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし
続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取込みながら、
SDGsの達成に貢献できるよう取組んでいます。
本町議会でも、これらを取入れ、各議員の一般質問に関連す
るロゴを掲載しています。

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい 一般質問とは議員一人の持ち時間が決めら

れており（本町は答弁も含め40分以内）、そ
の中で町長や町行政機関の長に対し、町の
施策等、考えや報告、説明を求め、または
質疑をすることです。ここでは各議員１項目
についてダイジェスト版でお知らせします。

WEBで議会を見よう！
会議録にて全文を見るこ
とができます。
注） 公開までには一定の期間を要

します。
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問　
令
和
６
年
度
で
は
遊
休
農

地
面
積
が
０
．９

増
加
し
て

い
る
が
。

農
業
委
員
会
会
長

　
体
力
面
で
限
界
を
感
じ
た
方

の
離
農
が
増
え
、
引
継
ぎ
手
の

な
い
農
地
が
増
え
た
た
め
で

す
。

問　
住
宅
に
隣
接
す
る
耕
作
放

棄
地
は
、
地
目
を
宅
地
や
駐
車

場
に
変
更
は
可
能
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
農
地
の
売
却
手
続
き
と
し
て
、

農
地
法
第
５
条
に
基
づ
く
農
地

転
用
許
可
制
度
が
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
を
行
う
際
に
は
、
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

問　
農
地
付
き
空
き
家
の
現
状

は
把
握
し
て
い
る
か
。

都
市
整
備
課
長

　
農
地
付
き
空
き
家
と
し
て
の

総
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
状

況
で
す
が
、
空
き
家
に
付
随
す

る
農
地
も
含
め
、
対
策
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問　
水
稲
栽
培
で
カ
メ
ム
シ
被

害
を
極
力
削
減
す
る
た
め
に
、

費
用
助
成
等
の
検
討
は
。

産
業
振
興
課
長

　
Ｊ
Ａ
や
近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
部
門
と
も

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

厚生病院へ産科の増設を
【 町長 】強く要望していきます

原 口 　 剛 議員 HARAGUCHI TAKESHI

橋本 和之 議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

問　
邑
楽
館
林
地
区
に
産
科
医

院
が
１
つ
し
か
な
く
、
地
域
に

産
科
医
院
が
無
く
な
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

立
館
林
厚
生
病
院
に
産
科
を
創

る
よ
う
に
要
望
す
る
考
え
は
。

町
長　
何
十
回
と
訴
え
て
い
ま

す
が
い
い
返
事
は
も
ら
え
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
首
長
間
で
連
携

し
て
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

問　
町
民
か
ら
の
要
望
の
多
い

公
共
交
通
の
あ
り
方
で
は
、
町

が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
利
用
者
を
つ

な
げ
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

い
い
の
で
は
。

総
合
政
策
課
長

　
独
自
に
町
内
送
迎
事
業
を
行

い
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
要

件
も
緩
和
し
た
の
で
、
そ
れ
ら

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
地
域
特
性

に
適
し
た
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　
公
社
の
剰
余
金
を
活
用
し

た
公
園
整
備
の
延
長
と
し
て
、

子
育
て
世
代
専
用
な
ど
の
特
徴

あ
る
町
営
住
宅
を
造
る
考
え

は
。

建
設
下
水
道
課
長

　
第
六
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯

向
け
等
の
公
営
住
宅
建
設
推
進

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

カメムシ対策の費用助成は
【 産業振興課長 】 近隣市町の動向を踏まえ検討します

カメムシ発生状況

邑楽館林地域の中核病院

つぶや
き

つぶやき

カメムシ防除
について

地域の中核病院である公立館林厚生
病院には産科が必要です。

水稲栽培は高温と病害虫被害で悩ま
されます。
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問　
環
境
保
全
の
取
り
組
み
の

現
状
は
。

住
民
生
活
課
長

　
条
例
な
ど
に
基
づ
く
適
正
管

理
や
指
導
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
啓
発
看
板
の
貸
し
出
し

や
チ
ラ
シ
な
ど
の
回
覧
に
よ
り
、

周
知
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

問　
現
在
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
転
用
さ
れ
た
り
せ
ず
に
、

正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　
適
正
な
手
続
き
に
よ
ら
な
い

工
事
等
に
対
し
て
は
、
命
令
や

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
周
辺
地
域
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
場

合
に
は
、
県
等
と
も
協
力
し
、

是
正
に
向
け
た
指
導
等
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
こ
れ
か
ら
の
安
心
安
全
を

守
る
施
策
は
。

町
長　
既
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
継
続
的
な
啓
発
、
情
報

発
信
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

既
設
58
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
利
用

や
新
た
な
カ
メ
ラ
の
設
置
も
、

連
携
体
制
の
も
と
検
討
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
環
境
基
本
条
例
が

不
法
投
棄
へ
の
抑
止
力
や
住
民

に
と
っ
て
有
用
に
働
く
か
を
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

英語教育の取り組みは
【 教育長 】ALTによる生きた英語教育を取り組みたい

茂木 琴絵 議員 MOTEGI KOTOE

柿沼 己 議員 KAKINUMA HIDEMI

問　
中
学
生
を
海
外
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
し
て
派
遣
す
る
計
画

は
。

教
育
長　
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、

将
来
的
な
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
国
際
交
流
事
業
を
含

め
、
様
々
な
方
法
を
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

問　
小
中
学
生
の
英
検
保
有
率

の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

教
育
長　
小
学
校
６
年
生
の
英

検
５
級
保
有
率
は
14
．
７
％
、

中
学
校
３
年
生
の
英
検
３
級
保

有
率
は
33
．
７
％
で
す
。
令
和

５
年
度
よ
り
英
語
力
を
伸
ば
す

様
々
な
仕
掛
け
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

問　
幼
児
教
育
へ
の
英
語
の
取

り
入
れ
は
。

教
育
長　
こ
ど
も
園
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
い
っ
し
ょ
に
日
常
的
に
英

語
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
英
語
を
楽
し
く
、
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

実
践
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
、
踊
り

を
通
し
て
英
語
に
触
れ
て
い
ま

す
。

廃棄物が置かれている土地の対処は
【 町長 】 警察署と連携し、厳しく対処し、再発を防止します

廃棄物問題には、連携が必須です

生きた英語で意識向上へ

つぶや
き

つぶやき

特色ある英語教育で、英語好きな子
どもたちが増えるといいですね！

不法投棄は『しない』『させない』
『持ち込ませない』が重要です。
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町村議会広報全国コンクール奨励賞受賞！！

群馬県町村議会議長会自治功労者表彰を受賞

（左から、大谷 純一議員、森 雅哉議員、酒巻 広明議員）

あなたと議会の懸け橋あなたと議会の懸け橋

千代田町議会だより千代田町議会だより
令和５年12月定例会令和５年12月定例会

No.No.165165
2024

１.25

表紙の説明は最終ページをごらんください表紙の説明は最終ページをごらんください

みんな仲良く
元気な園児たち

新年のごあいさつ������������P.2
議員に聞いた今年の抱負���������P.3
特集 �
突撃インタビュー in 東西こども園��P.4
全体研修��������������� P.12
中学校の老朽化問題／安心して暮らせる社会を目指して

　令和７年２月14日、群馬県町村議会
議長会の定期総会において、３名の議
員が一般表彰を受けました。
　長年にわたり議会議員として地方自
治の発展に尽力し、住民福祉の向上に
貢献された功績が認められたものです。

受賞区分：奨励賞（企画・構成部門）
受賞広報紙名：千代田町議会だより「大河」165号（令和６年１月25日発行）
　町村議会広報全国コンクールで「大河」165号が奨励賞（企画・構成部門）を受賞しました。
　当コンクールには、各都道府県町村議会議長会を通じて全国926町村議会のうち、311議会から
応募がありました。
評価された点
　議会活動や町の施策を分かりやすく伝える役割と町民の意見を反映するという点が評価されまし
た。今後もより多くの町民に親しまれる大河を目指し、内容の充実やデザインの工夫を重ねていき
ます。今回の受賞をきっかけに本町の魅力をさらに発信し、地域の活性化に寄与できるよう、議会
一丸となって取り組んでいきます。
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質疑

質疑

質疑

報告千代田消防署と協議します

保安林リフレッシュ
事業を活用します

ユニット型の設備を配置します

防災無線は

保安林や枯れ草の火災予防は

火災発生の際の防災無線は消防署が担っています。
非常時等の情報共有のためにも、聞き取りやすく
理解しやすい放送が望まれます。

議　員　防災無線の発信の仕方は。
執行部　緊急を要することなので、いかなる場

合でも正確な情報を発信できるように
協議します。

議　員　火災の発生状況が前年度と比べて増加
しているが、対策は。

執行部　県の助成事業を活用し、火災が起きな
いように適正管理に努めます。

利便性向上と利便性向上と
安全安心を安全安心を

総務産業常任委員会 総務課・総合政策課・産業振興課・建設下水道課・都市整備課

委員会では、３月７日に町と「農業の今後の展
望について（管内視察を終えて）」の意見交換や、
本会議以外であった出来事の報告について、協
議しました。

投票時間は

次回の選挙より、投票時間が１時間繰り上がります。

今年度、火災の発生が増加しています。枯れ草・
下草の管理や、保安林の枝落とし・枝払いなどの
管理が求められます。

７時から19時になります

地域防災緊急整備事業は

議　員　今回購入する資機材の活用は。
執行部　観光拠点の赤岩信号脇に配置し、平時

はチャレンジショップとしての展開を
考えています。

有事の際に、避難所生活の大幅な環境改善を図る
ため、ユニットハウス型のキッチンとトイレ、ラッ
プ式トイレと簡易ベッド等を購入します。
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　遊休農地は地権者相続等の問題から解決に至らないのが現状。また、経年劣化による破損個所の修繕
や雑草・汚泥などの除去作業が難しい深い水路があり、対応に苦慮していた。

委員会の視点

本町の取り組み

　耕作者の高齢化や物価高騰による小規模耕作者の農業継続が困難な状況への対応が必要です。水稲農
業では、用水路の劣化が深刻な地区や、大きい用水路の底に溜まった土砂や雑草・ごみの除去が問題と
なっている地区があります。農地やあぜの除草作業を継続していくことが必要です。
　農作業車と一般車の交通事故を防止する対策など、多くの問題を抱えていることが分かりました。今
後も持続可能な農業経営が行われるよう、耕作者の皆様と意見交換を行いながら調査研究していきます。

　農業委員会では、耕作者の聞き取り調査を実施し、高齢化や様々な要因で農業を継続できない方を事
前に把握し、引継ぎできる方を紹介している。また、農地の集積化を図り耕作者が効率よく農業が行え
るように努めている。

農業委員より遊休農地及び農地周辺道路や用水路の現状について学ぶ

▪令和７年２月19日　　▪町内圃
ほ

場
じょう

等

持続可能な農業経営を目指して

本町の課題

視 察
研 修

除去作業が難しい深い水路（雑草・汚泥） 広域農道脇用水路の劣化を確認
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意見
交換質疑

質疑 質疑申告書作成サポートします

環境問題について町民プラザ駐車場増設は

安心して確定申告 2025旅券始まる

偽造、変造対策を大幅に強化した新しいパスポート
に変更となります。

毎年２月から開始する確定申告ですが、申告に不
安がある方には、職員が分かりやすくサポートし
ます。

議　員　どの位ごみは排出されているのか。
執行部　令和４年度では町民１日１人当たり

1,103ｇで県平均に比べ多い状況です。
議　員　排出の減量と、ごみステーション利用

のマナー向上は。
執行部　町民の意識を高めていく広報と、外国

から移住された方にも理解できるよう
に発信します。

議　員　増設する駐車場の場所と、工事時期の
決定は。

執行部　プラザ北側に決定しました。準備を整
え早い段階での工事をめざします。

議　員　手続きは、電子申告しか対応していな
いのか。

執行部　紙での申告にも対応します。申告に不
安のある方でも安心して来庁してくだ
さい。

議　員　どの様なパスポートに変更するのか。
執行部　顔写真ページがプラスチック製で、

レーザー印字となり、写真が３か所と
なります。

意識の向上を工事開始へ

３月24日申請から

文教民生常任委員会 税務会計課・住民生活課・保健福祉課・教育委員会

委員会では、３月７日に町と「ごみの減量化と
ごみステーションのあり方」についての意見交
換をしました。また、町民へ向けた行政サービ
スの対応と、利便性を高めるため今後の計画や
報告について協議しました。

町民プラザ周辺に開通される都市計画道路の横断
に当たり、利便性を高めるため町民プラザ駐車場
の増設が確定しました。

時代の変化に時代の変化に
即した安心な町へ即した安心な町へ
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▪令和７年１月22日　　▪千代田町立千代田中学校体育館

避難所としても快適な運営を視 察
研 修

体育館のエアコン設置の運用について学ぶ

　平時・災害時において、夏の猛暑日などで活
用されるエアコンだが、経費などの運用面が問
題である。

委員会の視点

研修内容

　学校の活動以外に社会体育施設としても利用
されることがあります。災害時の避難所として
は、快適な運用が重要ですが、年間に必要な経
費等の集約は必須です。

　中学校体育館に12台のエアコンが設置されて
いた。中学３年生の書初めの授業では、温度は
22度と快適な環境で行われていることが確認で
きた。

本町の課題

　５・６年生のみが受けられる、ALTによる放
課後英語教室。生の英語を身につけられる教室
に幼児・低学年でも参加できる環境を整えるこ
と。

委員会の視点

研修内容

　遊びを取り入れた英会話学習なら、低学年を
入れて人数を多くしても、楽しい運営になると
思います。

　英語での挨拶から始まり、鬼ごっこのような
遊びを取り入れて、楽しみながら自然な英会話
を意識づける工夫が見られた。

ALTによる放課後英語教室の運用について学ぶ

▪令和７年１月22日　　▪千代田町立東小学校Englishルーム

英語教育の充実へ

本町の課題
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町　民　通勤・通学時間帯（17時～19時）に
バスの増便は出来ないのか。町独自の
バスを運行しては。

執行部　広域路線バスは３路線で各１台が通
学・通勤時間を考慮し運行しています。
運行時間は、５年に１度住民にアン
ケートを取り関係者で協議しています。
令和７年度にアンケートを取る予定な
ので、利用者の意見を聞き検討してい
きます。また、バスの運行状況は、ス
マホでバス予報（バスロケーションシ
ステム）をご活用ください。

町　民　体育祭等のイベントは、役員（年齢・
体力的）の負担が大きいため見直しが
必要では。

執行部　体育祭は多くの町民が集うイベントで
す。今後も内容など時代の変化に合わ
せながら開催していきます。

町　民　各地区のごみステーションを無くして
は。また、ごみ袋の有料化への考えは。

執行部　ごみステーションを閉鎖すると、住民
で太田市に自己搬入する手間が発生し
ます。今後もごみや資源物などを身近
に出せる場所として考えています。ご
み袋の有料化については、大泉町、邑
楽町と協議し将来的には有料化に向け
て調査研究します。

町　民　町が活性化してきて嬉しい。
執行部　年間を通して各種イベントを開催して

います。今後も町内外から多くの方に
参加していただけるイベントを実施し
ていきます。

令和７年２月10日、昨年11月に行われた町民との意見交換会で出された意見を
町執行部と話し合いました。
今年度の予算にも反映されている事業があります。
今後とも、町民の皆さまの意見を町政に活かせるよう、活動をしていきます。

分別ごみの出し方

バスロケーションシステム

令和７年度 千代田町
はーとふるカレンダー

広域
交通

スポーツ

ごみ

意見
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町　民　防犯対策として、町は町民をどう守る
のか。

執行部　令和６年度に通学路を中心に58台の防
犯カメラを設置しました。大泉町、邑
楽町、大泉警察署との連携協定も締結
しました。
今後も必要に応じ防犯灯や防犯カメラ
の設置を進め、犯罪・防犯の抑止力強
化に努めていきます。

町　民　高齢者が活躍できる施策は。
執行部　シルバー人材センターやいきいきサロ

ン、老人会活動などで活躍の場をサ
ポートしています。

町　民　利根川新橋はなぜ必要なのか。また、
どのような町にしていくのか。

執行部　朝夕の交通渋滞の緩和や災害発生時の
緊急広域避難道路として必要です。また、
南北のアクセス道路として利便性の向
上につながります。沿線に道の駅を作
り、なかさと公園には滞在型観光スポッ
トとしてキャンプ場などを整備し、新た
な賑わいを創出していきます。

町　民　中学校の建て替えに関して、住民の意
見を聞く機会を設けてほしい。

執行部　令和６年に基本構想を策定し、現在は
基本計画の策定に向け事業者を選定し
進めています。今後は、小中一貫校に
向けた説明会の場を設ける予定です。

町民の声を町づくりに町民の声を町づくりに報 告

防犯

高齢者

新橋

学校

※イメージ図※イメージ図
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議会を傍聴しませんか？

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

次回の定例会は、６月２日月～６月６日金の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）
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今号の表紙  ～いざ、出帆のとき～
今号より、大河の表紙が新しくなりました。

「たゆまぬ活動をつづけ、よどむことを知らない大河。
万物をはぐくむ大河」という先人たちのコンセプトはそ
のままに、千代田町らしく、利根川の流れと新千代田丸
をあしらいました。
よりわかりやすく、見やすい広報紙を目指していきます。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは上記二次元バーコードより

発
行
責
任
者

　
　
議　
長 

森　
　

雅
哉

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局TEL.86－7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

移住して５年

小
こ

林
ばやし

 凌
りょう

さん（新福寺13区）

葵
あおい

さん

華
はな

さん（小学３年生）

蓮
れん

さん（小学２年生）

栞
しおり

さん（年中）
家族：夫婦と子ども３人

移住した理由は？
　子どもが小学生になるタイミングで、妻
の実家の広い裏庭に趣味の馬を飼いたかっ
たので移住しました。

本町の良いところ、自慢するところ
　地元の人が親切で、生活する上でのどか
で自然が多く、子どもが外遊びしやすい。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　子どもが遊べる室内施設があると、町外から子育て親子が
集まり賑やかになると思います。（猛暑や雨天時遊べる施設が
無い）
　乗馬クラブ等動物とふれあえる場所等を造って欲しい。

移住を考える人に一言
　広い庭や家が建てやすいので過ごしやすいです。

WELCOME
MY   TOWN
CHI Y ODA
ようこそちよだ  Vol.11

人と動物が人と動物が
　　ふれあう町　　ふれあう町
　　　　『ちよだ』　　　　『ちよだ』
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